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『平 成10 ～12 年 度 』

「足立区総合実施計画」を策定

だ れも が住
み よく 、 やさし く

活カ あ る ま ち を め ざし て
平成10 年度から12 年度 までの 「足立

区 総合実 施計画」がまと まりました。
こ の計画 は「とき めき ゆと り 水辺
の まち 足 立」を21世紀の 将来像と 定

めた 『基 本構 想』とこれを 具体化する
「基本計 画」 で定めた目 標を実現する
ための総合 計画です。 計画は、社会の
変 化に柔 軟に 対応するため 、3 か年計
画と し、事業の 進捗状況 に合わせて毎
年見直しをし ています。

今回の 計画 は、地域保 健福祉、産業
振興対策、防災 対策とコミ ュニティ形
成 、教育条件の 整備と生 涯学習、環境
に配慮した総 合的なまちづく りを重点
的 施策として策 定いたしまし た。
計画の大きな 柱である 「地域保健福

祉」「生涯学習推進」「まちづく り」の
項目ご とに、主な 事業内容をお 知らせ
しま す。

【
地
域
保
健
福
祉
】

元
気
あ
ふ
れ
る
生
活
を

支
え
る
し
く
み
を
つ
く
る

・
特
別
養
牘
老
人
↑

ム
・
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ト
ム
の
整
備

自
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
高
齢
者
の

た
め
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整

備
し
廖
す
。
ま
た
、
痴
呆
性
高
齢
者
が

共
同
で
自
立
し
た
牛
蔘

孚
る
こ
と
に

よ
り
、
顰

状
態
の
進
行
蠡

ら
せ
る

た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
痴
整
備
し
ま

す
。

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
だ
の
に
、
日

常
生
活
に
即
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
を

提
供
す
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
、

介
護
に
関
す
る
各
種
相
談
、
助
言
・
指

導
を
行
う
た
め
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

{
螽
縟
し
ネ
y
。

・
老
人
保
健
施
設
の
整
備
助
成

医
療
機
関
等
の
施
設
生
活
か
ら
目
宅

生
活
へ
の
連
携
シ
ス
テ
ム
と
し
て
そ
の

中
核
施
設
呉
茗

、
章
入
保
健
施
設
の

整
備
を
支
援
し
、
リ
(
ビ
リ
や
看
護
・

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
自
立
と

家
庭
復
帰
童
↓

め
毒
歹
。

・
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
の
整
備

地
域
保
健
碣
秕
計
亨
螽
返
し
、
保

健
・
医
療

莓
が
連
携
し
た
区
民
サ

ー
ビ
ス
を
進
め
る
た
め
の
地
域
拠
点
と

し
て
、
保
健
所
や
福
祉
事
務
所
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
推
進
】

個
性
豊
か
な
区
民
文
化
を
育
む

・
学
校
の
改
築

良
好
な
教
育
環
境
を
整
備
ず
る
た
め
、

学
校
規
模
の
適
正
化
と
学
区
域
の
再
編

に
配
慮
し
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
校

舎
・
体
育
館
等
の
改
築
岑
通
め
て
い
き

ま
す
。。

・
生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設

区
民
の
多
様
な
生
涯
学
翼
汞
に
応

え
る
た
め
の
中
心
的
施
設
と
し
て
、
旧

千
寿
旭
小
学
校
跡
地
に
、
生
涯
学
習
総

合
施
設
壹
竡
設
し
ホ
T
。
施
設
に
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
新
中
央
図
書
館
、

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
等
岑
設
置
し

毒
歹
。

・
住
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設

地
域
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
、

高
齢
者
の
活
動
拠
点
、
自
治
・
自
主
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
住
区
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

を
図
n
ま
す
。

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
ピ
ル
内

に
、
区
民
ホ
ー
ル
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

1
等
夲
整
備
し
、
区
民
の
生
涯
学
習
活

動
奮
錵
進
し
欒
罵

表1 実施計画の主な実施予定

( 仮 称) 干住 複合庁舎( 干住 仲町)

( 仮称) 西新井栄町住区センター・江北寮

【
ま
ち
づ
く
り
】

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の

ス
テ
ー
ジ
(
都
市
・
ま
ち
)
を
つ
く
る

・
防
災
都
市
づ
く
り
事
業

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
ひ
鷽
磐
品

に
推
壟
三
だ
め
、
西
新
井
駅
西
口
膕
・

辺
地
区
に
、
東
京
都
と
協
力
し
、
膊
火

都
市
づ
く
ひ
事
譽
聶

開
」基
手

。
こ

の
地
区
で
は
、
防
災
忠
匹
圏
促
進
、
住

宅
市
街
地
総
合
整
備
、
市
街
地
再
開
発

事
業
等
を
集
中
的
に
実
施
」稾
す
。

・
震
災
対
策
事
業

災
害
時
の
効
果
的
救
助
活
動
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
避
難
所
と
な
る
各
小

中
学
校
に
災
害
救
助
物
品
等
i
配
備
ず

る
と
と
も
に
、
区
民
の
方
々
の
自
主
的

な
蔘
加
に
よ
る
避
難
所
運
営
会
議
の
設

堊
萋
硲
ま
す
。
ま
た
、
学
校
、
保
育

園
、
橋
梁
等
の
耐
震
補
強
を
行
い
ま
す

。

・
総
合
住
環
境
整
備
事
業

木
造
老
朽
家
匣
が
密
集
し
、
道
路
や

緑
地
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
区
の
住

環
境
を
鷺
呷
し
、
道
路
・
公
園
等
の
公

共
施
設
等
が
整
っ
た
、
安
全
で
良
好
な

婁
弓

く
口
を
推
進
し
ま
す
。

・
工
業
地
域
活
性
化
事
業

区
内
産
業
を
取
口
琴
ぐ
環
境
変
化
に

対
応
し
、
異
業
種
交
流
や
研
究
開
発
な

ど
に
意
歌
的
に
取
趾
刄

で
い
る
区
内

中
小
企
業
童
又
櫻
于
る
た
め
、
人
材
育

成
や
創
業
支
援
事
業
等
を
展
開
し
、
区

内
製
造
業
の
自
律
的
な
忌
展
の
基
盈
づ

く
9

蘓

進
し
ま
す
。

・
交
通
網
の
整
備

防
災
禀
`
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で

あ
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
奎
図
n
ま

す
。ま
た
、日
暮
里
・
舎
人
線
や
常
磐

新
線
の
建
設
促
進
を
図
忝
と
と
も
に
、

環
状
七
琴
線
に
新
た
な
鉄
道
ヌ
ト
ロ

セ
ブ
ン
)
の
整
備
や
区
東
部
地
域
の
公

共
交
通
を
充
実
す
る
た
め
、地
下
鉄
8

脣
癲
の
延
伸
を
め
ざ
し
祟
y
。

・
市
街
地
再
開
発
事
菜

北
千
住
駅
西
口
地
区
や
竹
ノ
塚
駅
西

口
南
地
区
等
、駅
憫
混
成
市
街
地
に
、

商
業
・
業
務
等
の
活
力
あ
る
都
市
機
能

の
充
実
と
、土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る

魅
力
あ
る
都
市
空
間
、快
適
な
居
住
空

間
等
の
孱
霎
{
凶
る
た
め
、再
開
発
を

促
進
}
乖
y
。

総
合
実
施
計
画
書
は
、区
政
情
報
室
(
区
役
所
中

央
館
2
階
)
や
各
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
へ

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
-
1
1
-
㈹

今号の主な内廱

p
』面
マ
▽
マ
困
っ
た
と
き
は
相
談
を

福
祉
事
業
所
案
内
/
掲
示
板
3

面
マ
マ
マ
区
内
主
要
道
路
の
騒
音
と
交
通
量
の
調
査
結
果
/
が
ん

検
診
と
成
人
健
康
診
査
/
ひ
ろ
ぱ

4
面
マ
マ
マ
防
災
大
学
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

庁
舎
ホ
ー
ル
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を

お
休
み
し
ま
す

2
月
1
4出
・
1
5日
旧
は
、
消
防
設
備

点
検
の
た
め
、
区
伶
屏
全
館
を
閉
館
い

た
し
豕
T
。
当
吁
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
、

区
民
ロ
ビ
ー
、
駐
車
場
、
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
粲
」利
用
蓄
篆
せ
ん
。
問
先

卜
庁
舎
管
理
課

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

(Ξ )あだち 広報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは奇 数月1 日発行 ※ 区民事務所や駅 の広 報スタ ンド などにも 置い てあり ますので、ご 利 用< ださ い
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くらしの情報

本庁舎へのお間い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
闢
違
い
な
く

福

祉

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

福
祉
事
務
所
案
内

圉

駸肛犯

い`
韭

病
気
で
勵
け
な
ぐ
な
ひ
収
入
が
減
っ

た
と
忝
な
ど
、
牛
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
牛
活
保
護
の
制
泯
一一‘あ
2

ヂ

。

・
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
蠧
蚕
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
夲
派
遣
し
て
い
ホ
y
。

ま
た
、
お
お
馭
郤
歳
以
上
の
猥
た
き

I
の
高
齢
者
に
、

特
殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
ほ
常

麥
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て

い
李
歹
。
寝
た
き
n
な
ど
で
常
に
介
護

鶯
翦
と
し
、
同
時
に
在
宅
で
の
‘
{
吝

が
困
難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
零
y
。

・
身
体
に
陣
害
の
あ
る
方

身
体
障
書
者
モ
眼
の
交
付
、
補
装
具
、

更
生
医
家
、
B
常
牛
居
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
濆
な
ど
の
事
業
や
相
談
受
付

つ
て
い
求
y
。聴
党
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
税

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
か
ら
t

時
に
雲
暗
堰
訳
者
が
相
談
の
お
壬
広

い
を
し
‘ヂ

。

・
知
的
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、知
的
障
害
者

(
児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
相

詼
を
行
つ
て
い
ホ
y
。

・
母
子
家
庭
の
方

迴
`
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

冢
屁
の
方
に
、
児
童
の
就
罍
竇
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母
子
寮

へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を
仔
つ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど一

年
冫
旧
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で

提
供
す
る

「ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
」
の
制
享
な
ど
が
あ
9
'
チ
。

・
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
-

圭

凡
て
困
つ
て
い

る
女
性
を
対
象
に
相
譽
寡
吁
て
い
ま

す
。

・
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

マ
家
履
衵
談
・
:
家
庭
相
加
嶌
【
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

鷽
け
て
い
ホ
y
ワ
児
童
租
談
…
児
童

福
祉
司
が
、
お
子
さ
ん
の
養
育
や
障
害

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
武
審
吁

し
豕
す

日
時
卜
毎
週
月
・
木
曜
日
、

午
前
1
時
～
正
午

圏
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
庠
碼一の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
咎
つ
y
にと
が
困
難

な
場
合
、
無
料
寥
5

委
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「入
院
助
産
制

度
」
が
あ
ひ
豕
T
。
た
が
じ
、
病
院
が

指
定
と
な
n
汞
す
。

対
象
卜
妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1

万
1
千
鶤
円
以
下
の
世
帯

-
い
ず
れ
も

問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
―
)

表1 福祉事務所一覧

児
童
手
当
・
特
例
給
付

・
児
童
手
当

出
生
届
を
出
し
た
方
や
区
外
か
ら
転

入
レ
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該
当

し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児
童

乖
当
の
手
譬
審
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
n
l
歳
未
満

の
児
蕈
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い

・
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
n
&
チ
。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

※
別
に
所
得
制
限

が
あ
ひ
手

・い
ず
れ
も

手
当
月
額
乱
扨
一
の
中
で
、―
歳
禾
満

の
児
雷
が
、
L
(
目
・
冫
人
目
り
と
き

″
畧
千
円
/
又
目
以
降
り
忌
ほ
F

万
円
。
な
あ
、
請
求
の
翌
月
分
か
6
支

給
の
対
象
と
な
n
汞
y
。
ま
た
、
現
在

受
給
中
の
方
が
、
僉
耻
退
職
ず
る
等

で
、
申
請
時
と
保
険
証
が
豕
わ
っ
た
と

瘴
ほ
、
そ
の
つ
冫
于
続
き
が
必
燹
で
y

申
込
日
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
奮
隊
く
)
・
年

金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
奮
悪
口

に
持
参

申
・
問
先
此
i

罘
当
係

障
害
者
の
方
へ

障
害
別
福
祉
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す

障
害
に
か
か
わ
る
牛
茗
経
験
を
痔
ち
、

各
障
害
者
団
体
か
ら
推
罵
を
受
け
た
相

談
員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
牛
嘉
王
の

問
題
解
決
の
た
め
の
相
談
武
奪
口
し

ネ
y
。
日
程
等
=
表
2
場
所
卜
竹

の
塚
障
害
裼
秕
館
(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
)

問
先
卜
民
生
係

表22 月の相談日程

国

保

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
豕
呑
際
、

国
民
健
康
保
険
料
は
「
甓
葆
険
料
控

除
」
の
対
象
に
な
ひ
嫐
y
。
お
壬
兀
に

あ
る
儕
収
書
や
口
座
振
替
済
通
知
(
(

ガ
キ
)
か
ら
領
収
日
を
確
認
し
て
、
昨

年
の
L
月
か
ら
り一月
ま
で
に
駟
め
た
保

険
料
の
合
計
額
を
甲
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
搴
な
y
薹
陌
付
し
な
ぐ
て

も
控
除
は
鷽
ワ
R
¥
チ
が
、
領
収
一

は
大
切
に
保
管
じ
声
し
ょ
う
。

問
先
=

庶
務
係

休
日
納
付
相
談
の
お
知
ら
せ

平
日
に
来
庁
で
忝
な
い
方
の
た
め
に
、

休
a
納
付
相
談
刄
″
つ
て
い
求
歹
。
保

陝
料
の
支
払
い
方
法
な
と
、
こ
の
機
会

に
ご
つ
i

紬
談
く
だ
さ
い
。

日
時

=
2
月
1
5
B冊
、
午
前
1
時
1
午
後
4

時

場
所
卜
国
溢
厦
保
険
課
(
北
館

£
T

番
窓
口
)

問
先
=
m

螫
理

第
一
・
第
二
係

年

金

保険料は
前納払いが
お得です

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
哨
夏
と

割
引
に
な
り
ま
す
(
表
3
)
。
口
座
振

替
-
お
近

く
の
金
融
機
関
。
区
民
亭
葱
励
、
ま
た

は
年
金
課
窓
口
で
、
2
月
末
日
ま
で
に

申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
※
前
納
払

い
の
振
替
B
は
t
月
1
5
耳
手
問
先

卜
保
険
料
係

表310 年度国民年金保険料O 内は割引額

※ 保険料は、2 年分まとめて納めると15, 000円以上の
割引かあります( 口座振魯は不可)

6
0歳
説
明
会

日
時
=
N
i
n
j
3
n
g

°°
m
g

、
午
前
1
0

時
と
午
後
1

時
の
2

回
(

受
付
は
、

開
始
3
0
分
前
か
ら
)

場
所
=

区
役
所

南
館
1
3
階
会
議
室

対
象
日
昭
和
1
3
年

3
月
2
日～
昭
和
1
3
年
t
月
1
阡
毋
ま

れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
卜
国
民
年
金
制
度
の
仕
釧
刄
と
受

給
手
続
き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談

(受
付
順
)

問
先
=
適
用
係

就

学

相

談

今
年
t
月
に
小
学
校
へ
入
学
歹
る
、

心
身
に
障
―

麌
か
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
仔
つ
て

い
零
y
。
教
育
の
場
煢
こ
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
S
こ
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
i
y
。

日
時
H
毎
週
月
曜
日

卜
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

申
込
卜
電
話

場
・

申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所
就
学
相
談
担

当

酋
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

選
挙
豆
知
識
　
寄
附
の
禁
止

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
、
選
挙
区
内
9
(
に
寄
附
す
る

こ
と
簪
正
さ
れ
て
い
欒
y
。
寄
附
に

は
、
金
銭
は
も
ち
X
ん
、
卒
業
・
入
学

・
就
職
の
お
祝
い
の
物
品
等
も
含
ま
れ

零
y
。

ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
ら
忝
汞
{
茗

yにど
も
栗
止
さ
れ
て
い
て
、
政
治
家
等

に
強
要
す
'
9と
処
罰
さ
れ
欒
歹
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
鷽
け
取
ら

な
い
」
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選

挙
盒
l
一し
声
じ
ょ
う
。

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

・
1
9
9
1

年
度
第
卜
期
都
民
カ
レ
ッ

ジ
受
講
生
募
集

募
集
要
項
は
区
役
所
区
政
情
報
室
、

都
庁
な
ど
一
瓦
配
布
し
て
い
廖
y
。
日

時
日
4
月
7
日
よ
&
飴
E
場
所
卜

都
立
大
キ
ャ
ン
パ
ス
、
丸
の
内
キ
ャ
ン

パ
ス

対
象
H
都
内
在
住
・
在
勤
の
捐一

歳
以
上
の
籵
益
人

吩
一
7
霞
話

期

間
H
X
月
2
4日
A

月
2
0
B
※
く
わ

し
く
は
お
問
い
令
R

卷

問
先
誌

民
カ
レ
ッ
ジ
都
立
大
キ
ャ
ン
パ
ス

a
0
4
2
6
(
7
7
)
l
n
c
Q
り
I
9

都
民
カ
レ
ッ
ジ
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス

豐
(
3
2
1
5
)
4
3
2
1

・
第
1
4回
人
権
救
済
基
金
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
卜
2
a

咎
窗
、
午
鑾
&

恥
分

場
所
=
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

出
演
者
H

日
野
皓
正
氏

費
用
H
5
千
円

問

先
日
東
京
弁
護
十
函

昔
(
3
5
8
1
)
2
2
0
0

・
第
6
回
少
年
武
道
祭

日
時
=
2
月
1
1
R
吩
、午
前
1
0
時
～
午

後
t
時
内
容
日
紅
白
試
合
・
武
遭
演

舞
・
武
遭
講
話
定
S
=
3
千
(
S

用
H
無
料

場
・
問
先
卜
東
京
武
道
館

酋
(
5
6
9
7
)
p

』
1
1″
D

・
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー

経
営
分
析
を
学

ぷ

覆
の
一
金
支
払
能
力
を
知
る
た

め
に

日
時
川
2
月
1
8
R團
・
程
価
・
2
4日

脚
・
2
6日
團
、
午
後
6
時
3
0分
卜
&
時
3
0

分

場
所
卜
北
部
労
竪
罷

定
s
H

叩
人
(
先
肴
順
)

麦
用
H
無
料

申

込
日
電
話

申
・
問
先
日
都
・
王
子
労

政
事
務
所

酋
(
3
9
0
0
)
o
1
1
7

・
東
京
法
務
局
城
北
出
張
所
で
且
月
a

日
か
ら
商
業
登
記
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
し
ま
す

次
―
▽
商

業
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
に
代
え
て
登

記
事
項
証
明
鑾
塞
吁
▽
代
表
者
の
資

格
証
明
書
に
代
え
て
代
表
者
事
項
証
明

書
を
発
行
▽
閲
覧
が
で
忝
な
ぐ
な
る

た
め
、
登
記
事
項
の
主
妥
部
分
劵
記
載

し
た
「
登
記
事
項
要
約
書
」
奩
s
竹

※
な
お
、
会
社
以
外
の
法
人
登
F
ほ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
稈
に差
せ
ん

問
先
卜

東
京
法
務
局
城
北
出
張
所

丹一
(
3
6
0
3
)
4
3
0
5

・
非
常
勤
看
護
婦
募
集

勠
務
時
間
卜
午
前
1
時
3
0
分
～
午
後
5

時
1
5
分
※
く
わ
り
く
は
、お
問
い
合

わ
せ
を
場
・
問
先
↓
・
一
齡
者
艱
嚶
y

I
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井
本
町
友
輿
の

園

豐
(
3
8
9
0
)
0
7
0
5

便
利
で
安
心
で
す
　
特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
の

お
支
払
い
は
口
座
振
替
(
自
動
払
込
)
で

申
し
込
ま
れ
'
9と
、
金
融
機
関
の
口

學
か
ら
納
期
ご
と
に
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

申
込
£

(貯
)金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
書
m
%
t
=

預
(貯
)
金
口

座
の
あ
ゑ

巌
機
関
(
郵
便
局
を
霤
む
)
、

枩
ぽ
区
棍
愚
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納

税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・

国

盾

頑

保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国

民
年
金
保
険
料
・・・
国
民
年
金
課
保
険
料

係

・い
ず
れ
ち

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1士
㈹
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生
活
環
境

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
庫
ま
{
ほ
区
の
指
定
す

る
金
融
機
関
か
ら
、
住
宅
改
良
資
金
を

借
ひ
入
れ
て
工
事
豪
夏
芳
に
対
し
、

資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
H

▽
自
己
用
住
宅
の
場
合・
余

人
ま
た

は
同
居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で
、

引
き
続
霆
僅
す
る
/
区
内
に
1
年
以

上
在
住
し
て
い
る
/
前
年
度
の
総
所
得

金
額
が
瞋
万
円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場
合
・
:区

分
所
有
者
全
員
で
構
成
す
る
管
理
組
合

ま
応
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
管
理
組
合
で

あ
る

※
区
の
指
定
金
融
機
関
お
よ
び

助
成
の
要
件
な
ど
、
く
わ
し
ぐ
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
住

宅
推
進
係

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
都
・
下
水
道

局
北
部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
p

』

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
つ
廿
ん
制
度

が
あ
ひ
ま
す

問
先
卜
計
画
調
整
課
助

成
係

表4 水洗化可能地域

区
内
の
主
要
道
路
の

騒
音
と
交
通
量
の
調
査
結
果
が
出
ま
し
た

9
年
1
0月
か
ら
U

パに
か
け
て
、
区

内
の
主
要
道
路
3
9路
線
Ⅲ
力
所
で
騒
音

と
二
輪
車
・
普
通
車
・
大
型
車
の
交
通

量
を
調
査
し
ま
し
た
。
騒
音
の
最
も
高

か
っ
た
道
路
は
国
道
4
号
碾
、
交
潘
重

の
多
か
っ
た
の
も
国
道
4
耳
線
、
大
型

車
の
混
入
率
が
高
か
っ
た
の
ほ
、
6
号

線
附
属
2
号
線
(
高
速
三
郷
線
下
道

路
)
と
い
っ
た
鞆
果
に
な
り
声
‥
yた
爰
5
)

。
自
動
車
の
交
通
量
は
T
年
度
の

測
定
結
果
か
ら
大
貫
涵
花
は
あ
n
ま

せ
ん
で
し
た
が
依
然
と
し
て
多
ぺ

騒

音
の
測
定
結
果
も
環
唇
服
を
超
え
て

い
る
地
点
が
ほ
ど
瓦
ど
で
す
。
自
分
自

身
に
と
っ
て
も
地
球
に
と
っ
て
甃
石

し
い
環
境
づ
く
n
忝
夛
る
た
め
に
、
自

動
車
の
使
用
の
抑
制
に
'」協
力
く
だ
さ

い
。

問
先
卜
環
境
課
調
査

む
(
3
日
日
n
u
)
5
3
7
″
`
u

表5 主要道路騒音・交通I 調査結果

( ワ ースト順)

国道4 号線

衛

生

食
品
衛
生
推
進
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

保
健
所
に
食
品
衛
生
推
進
員
夲
配
置

し
て
、飲
食
店
等
の
食
品
衛
生
確
保
の

自
主
的
発
莇
奩
醤
?
る
制
度
が
、

1
月
か
ら
唇
址
し
ま
し
た
。こ
の
制
度

は
食
品
衛
生
法
に
曇
つ
き
、
区
民
の
皆

癶
ん
の
食
生
活
の
安
全
確
保
を
口
指
す

た
め
の
も
の
で
す
。

問
先
卜
足
立
保

健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会
　
思
春
期
・
青
年
期
の
特
徴
と
親
の
役
割

閉
じ
こ
も
り
や
無
気
力
・
反
抗
的
な

態
度
の
若
者
が
社
会
的
に
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
康
歹
。若
者
り
心
の
状

態
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
声
レ
よ
う
。

日
時
卜
2
月
1
9
E
團
、午
後
2
時
～
4

時

講
師
H
倉
本
英
彦
氏
(
北
の
丸
ク

リ
ニ
ッ
ク
所
長
)

定
員
H
5
0人

費

用
=
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・

問
先
卜
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
玄
性
を
対
象

に
検
査
政
体
験
学
習
を
行
い
求
す
。

日
時
卜
▽
検
査
・
・
・
2
月
2
5
日
團
、午
前

9
時
～
1
0
時
▽
体
験
学
習
…
3
們
1
1

日
團
、午
前
1
0
時
～
1
1
時
対
象
日
1
8

歳
1
3
9
歳
ま
で
の
女
性

内
容
日
骨
密

度
・
体
脂
肪
・
血
圧
測
定

、
尿
・
血
液

検
査
(

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

・
貧
血
)
等

定
員
日
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
日
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
冴
9

記

期
限
卜
2
月
1
6日
必
着

場
・
申

・
問
先
卜
足
立
保
健
所
業
務
係

〒
1
2
1

・
0
8
2
2

西
竹
の
貘
2
-
1
2
-
8

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1 年以内に、区および勤 務先等で 同種の検診を受けた方は除

きます。申し 込みは、ハガ キに郵便番 号、住所 、氏 名(フリガ ナ) 、生 年月
日、年 齢、性別 、電 話番号、希望検診 名を明 記し、それぞ れの 申し込み

先 へ。後日、受診票と案 内をお 送りします。 ※ 消化 器が ん検 診は検
診日、受 診場所も第3 希望まで明 記

消化器がん検診
日程等= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除した方、胃の病気で
治療中の方、妊娠していると思われる方は受診できません 内容=X 線
撮影による胃がん検診と検便による大腸がん検診 期限= 受診希望月の
前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 3 月を受診希望の場合2 月15
日消印有効、送付は2 月末日) 申・問先= 足立保健所診療放射線

〒121- 0822西竹のR2 ―12―883855- 4156( 直通)

※足立保健所は希望者が多く、翌月になることがあります。なお、中央
本町保健相談所は回数が多く、希望日に受診しやすくなっています

女性がん検 診と 成人 健康 診査

● 女性かん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳がん検診と子宮
がん検診
● 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭和7 年4 月1 日以降生まれ)
までの区民 内容= 血液、尿、必要に応じて心電図の検査等で、心臓、
肝臓、じん臓の病気や糖尿訶、高血圧 高脂血症等について調べます

ーいずれも一
日時等= 受診票を受け取ってから1 ヵ月以内に区内実施医療機関で受診
申・問先= 保健予防係 〒120- 8510中央本町1- 17- 1
豐3880- 5111㈹

外はちょっと寒いけど

公園にいってみませんか

嵋卷もそろそろほころぴ
ます
大谷田公圃
( 大谷田4- 4- 1)

▲ アスレチックで体を鍛えてみてはいかがで
すか
五反野コミュニティ公圜
( 西綾瀬2- 1- 18)

▲ 暖かい熟帯扁雫で色々 な植物が
見られます。バナナもあります
都市農業公園 温室は水霜休み(
鹿浜2- 44- 1)
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憚
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遣鯉会議での活発な意見の交換

情 報 コ ー ナ ー 皆さんの声を区政へ生かす広聴はがきをご利用く ださい
広聰はがきは、区役所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係03080- 5111 ㈹

安心は正しい防災知識から防災区民大学
旭 震皿

いI E め る に1ま、ぺ ひ とり

が し っか り とし た防 災匁諷

を 身に つ ける こ とが 大切 で

す こ の 議会 に 、区 の防 災

・i Xsal 七刷丿災 対 策に つい て

学 んで み ませ ん か 日 程
等= 表11 ● 亨i =区 役qi 特

別 だ1姜竺l l カゝ 定 員=3a 人(

先着 順) 費 用= 無 料 申

込== 電 話 申 ・同先= 災 害

対策 課s3880- 51n ㈹

表1 防災区民大 学全日 程

東部・西部
障害福祉総合センター
絵画講習会作品展

S, 害福祉総合センターに通う
方々カ丶共に個性をみがき創りあ
けた作gです。どうぞご覧くださ
い。日時=2月12日～16日、午
擢a01昨～今こ後61埓※ 初日は正午
カゝらl 難冶、最1! 日ばF唆41哮で弯l
了場所=白銅冊皀g恥ギャラリー
( 西新井サティ4闇問先=西
謂17鬯` 惣℡t 21Zンター
03853- 0632

千住あそびまつり

今年は丁寿カルタを中心に、大
人がガキU爬呵となって、子供たち
からお年寄りまで、地喊の三世代
カ9眤しく交流します。日時=2
月8日( 日廴正午～午後3時場所
==刊主公園 ※ 雨入の場合は千{主
児猛黼老人館 費用= 無料 申込=
当日鬯箆全場 ⌒ 申・問先= 千
住児 皋陥無 人館B3882 ―2765

郷 土 博 物 館 映 画 会
第2 土曜 日 の無 料 苡開 日 に、 映

画を 上 映し ま す。 日時=2 月14

日出 、 午前H 時 内容= 「浮t ! 棧会

と歌 川 広重 」22 分 … 広 重 の代 表作

「東 、叶IM71- r 一 仍| を 見 て竺蒿 のt

茨了を し のぶ/ 「浮世 絵 に 見 る 町

人 のく らし 」20 分… 浮世丿鈿こ描 か

れた 牛 き生 き とし た泄i 珎a11 丁人 の

生活 を 見る 費用= 無料 場 ・問
先4 畆 囗専4勿鳬1H36209393

雪景色の郷土博物館

「青年フォーラム」参加者募集　テーマ「青年の社会参加を考える」

日時=2月14日出、午後1時～5
時 内容= 基調講演およびパネル

ディスカ ッション 講師= 朝區に
彦氏( 東京農 工大学農 学部助教

授) 費用= 無料 申込=電話
場・申・問先= 霄年ピンター
03890 ―0061

ご利用ください

学びの情報を電話でキャッチ!

生涯学習情報ダイヤル
あ な たが 暸し て いる 講 座 やイ ベ

ント につ い て、 区内 情 報を4=1G4 こ、

いつ 、ど こ で、 ど んな ふう に醵 崔

される のか を電 話 でご 案内 し ます 。、

。。l X 。 毫i 邁く ださ1 丶

登3605- 7181
( 生 涯 学 習 館)

午前10時～午後5畤

豪生涯学習館の休館日を除く毎E1

女と男のフリ ースペース

仏教から見た「母性」

望まぬ妊娠そして中絶。その罪
悪感にとらわれる齠生ノこちの背景
にあるものを考えます。日時=
2月17日脚、午後2時～4時対
象 ・y・姐二住・在動・在学の方
講師= 中野 優子氏( 女性 学研究
者) 定員=20 人( 先 着順) 費用=
無料 申込= 電話 ※ 保育も 行

います。2 歳から学齢前まで。先
着10人、希望者は2 月12日までに
申し 込み、保育の当 日受付はいた
しません 場・申・問先= 女性総

合センター03880 ―5222

年金セミナー「知ってるつもり! ? 年金のこと」
日時=2月14日出、午後2ma分～
4眤30分 場所= エル・ソフィ

ア 内容=講演、年金Q&A ロー
ルプレイ( 役割演齡 対象=区

自在住・在動・在学の方 講師=

塩田咲子氏 函J ぷ人44 ふむ
申込一当日鬯袴幺憇!⌒ 問先 女
性総合センター 酋■ 3880- 5222
年金諜推進係H388C 卜5111' ㈹

ごみ減量・リサイクル推 進店
「R のお店」が増えました

区` では、再生屡亀屁溽( みどりの夢
23やリサイクル商品等) の販売取
り扱いや、トレ 心り 心頭回収、簡
易包装に取り組んでいるお店や商
沍街を ご゙み減量・リサイクル推進
店广Rのお店」″として 認定して い
ます。このたび、新たに3店が「R の
お店」として認定されました。今回

の認定をあわせてal湎沍街、27&S
となりまし た。「Rのお店」の一 層
のご利用をお願いし ます。

「R のお店」として認定を希望す
る方は、ご連絡ください。 問先=
リサイクル彳隹進課
03880 ―5111㈹

表2 ごみ減量・リサイクル推進店「R のお店」新規認定店小売店

足立区こころの健康フェスティバル
【共に暮らせる地域の輪】

区内 の乍業所、グルー=ブホーム
室 訛5kj 1 搨畄 、保僵所・4梟4飜
椎 擲沂、四 副 皿 とhが協力し
て 、 ここ ろ の健 康フ ェ ス テ ィ

ノ1ルを 俔瀲1し ま す。 こc ひ畿恋
に、こ こ ろ の曩郢翩こつ い て、

一 緒に 考λ て み まし ょう。
日時=2月21日㈹、乍俊1時～

4時 場所= エ ル ーソフ・f
ア 内! ! ! ! - l 藍 爽良 澑 讀/ 合

呱/ バ ザー/ 展 示/ 模 擬店/ 、I F

篥タヲ11ul自 主 制 作哂滅) 販売/

粂 笑/ ● を粂な ど 費 用= 無 料
申 込= 当 日rE 訛ざ!濶 ・・一 ※ 申

での采場はご遠慮ください 申・
問先= 保健予防係
113880- 5111 ㈹

(Ξ )「あだち広報」は再生紙を使用しています TY240, 000


